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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 
全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 弦間昭彦・日本医科大学・学長 

研究協力者 清家正博・日本医科大学・呼吸器内科学分野教授 

 

 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
がん臨床データベースに関する本邦の現状を
分析し、将来の在るべき体制を検討する 
 
Ｂ．研究方法 
 各臓器癌の治療医よりなる日本癌治療学会
のがん登録データベース委員会と協働し、各
学会が主導する臓器別がん登録の現状と問題
点を把握する。全国がん登録と臓器別がん登
録の連携の意義と問題点を検討する。また、
内科症例のデータベース構築のため、産学共
同の新たな試みを分析する。 
 
（倫理面への配慮） 
基本的になし。 

 
Ｃ．研究結果             
各学会が主導する臓器別がん登録の現状と問
題点について検討され、各臓器により問題点
が異なることが指摘された。それを踏まえ、
在るべき将来体制としては、臓器別学会の登
録事業の代表的研究者が、日本癌治療学会が
ん登録データベース委員会を構成し、我が国
のがん関連学術団体がいつでも共同した対応
ができる体制が望まれる。すなわち、各臓器
の詳細なデータベース構築は、臓器別学会が
担い、日本癌治療学会は、がん登録データベ
ース委員会を中心に枠組みや問題点の共有化
をはかり、必要となる行動をとる。特に、日
本癌治療学会がん登録データベース委員会に
以下の役割が望まれている。 
(1)臓器横断的に問題抽出と解決策 
(2)全国がん登録など、大きな課題への対応 
(3)がん登録推進への環境整備 

(1)については、各がん種を対象とする学会
（例えば肺癌学会、乳がん学会、胃がん学会
など）の実態調査、要望聴取、がん登録に関
する啓発などの活動が望まれる。（２）につい
ては、全国がん登録で集めた予後情報を各臓
器がん登録で使用可能にする法整備の要望、
個人情報保護法の規定と整合性を取る形で，
登録情報の重複確認などの実現、全国がん登
録データベースとその他、各種データベース
の連携などの対応があげられる。（３）では、
登録内容の可能な限りの統一、医師・研究者
の自主的参加・professional autonomy に依
存するが故の脆弱性、過重負担などに、シス
テム構築のための補助金事業、および全国が
ん登録データの実地に即した円滑な活用がで
きるような体制構築のための厚生労働省への
要望、同意取得の問題の明確化が必要である
と考えられた。特に、臓器別データベースと
全国がん登録の連携について、全国がん登録
における予後データなど詳細データ利用上の
課題、専門家的詳細データが収集された臓器
別がん登録と予後データ連結の有用性、個人
情報の扱いの問題、資金の確保などの問題点
が浮かび上がった。 
データベース構築が難しい内科症例データ

ベースの構築を目的として行われた肺癌領域
の産学共同「免疫チェックポイント阻害療法
を受けた非小細胞肺癌患者の登録事業と観察
研究」は、一部の薬剤について予定通り終了
した。今後、分析がなされる予定である。 
 
Ｄ．考察               
 学会が主導する各臓器別がん登録の現状を
検討し、各臓器により問題点が異なることが

研究要旨「がん臨床データベースに関する本邦の現状と将来体制の在り方」
臓器別がん登録の問題点について、各臓器により異なることが指摘された。そ
れを踏まえ、在るべき将来体制としては、臓器別学会の登録事業の代表的研究
者が、日本癌治療学会がん登録データベース委員会を構成し、我が国のがん関
連学術団体が共同した対応ができる体制が望まれた。基本的には、各臓器の詳
細なデータベース構築は、臓器別学会が担い、日本癌治療学会がん登録データ
ベース委員会は、枠組みや問題点の共有化をはかり、必要となる行動をとる。
直面している問題として、専門家的詳細データが収集された臓器別がん登録と
全国がん登録の連結と内科症例のデータベース構築が挙げられた。 
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指摘された。それを基に、在るべき将来体制
を明らかにし、特に、専門家的詳細データが
収集された臓器別がん登録と全国がん登録の
予後データの連結の有用性、また、その連携
での問題点の解決方法が議論された。 
 内科症例データベースの構築については、
臓器により異なる問題点を解決するべく新た
な試みがなされている。 
 
Ｅ．結論 
在るべき将来体制としては、臓器別学会の登
録事業の代表的研究者が、日本癌治療学会が
ん登録データベース委員会を構成し、我が国
のがん関連学術団体が共同した対応ができる
体制が望まれる。具体的な問題として、専門
家的詳細データが収集された臓器別がん登録
と全国がん登録の予後データの連結での問題
点を検討し、解決方法を模索した。今後、こ
の解決に向けて、構築された体制で必要とな
る活動を行うことが重要である。 
 
Ｆ．健康危険情報  
  特になし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
 無し 

 
2. 実用新案登録 
  無し 

 
3.その他 
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